
【提案先省庁：総務省，財務省，国土交通省】

国への提案事項

社会資本の適正な維持管理に係る財政措置の拡充

県民の貴重な財産である社会資本を次世代に確実に引き継ぎ，

災害時においても機能を発現させるためには，

適正な維持管理が必要であることから，

補助及び交付金制度の要件緩和や国費率のかさ上げ，

点検等に係る起債制度の拡充など，地方へ確実な財政措置を図ること。

６ 社会資本整備の推進
（３） 社会資本の適正な維持管理の推進・強化



● 今後，多くの既存インフラの老朽化が懸念されている。

● 災害時に防災施設や緊急輸送道路など，既存インフラの

機能を十分に発揮させるためには，計画的かつ戦略的な維

持管理が必要である。

● そのため，老朽化対策の予算を増額し，適切な維持管理

に努めているが，維持管理費は不足しており，これらを着実

に実施することが厳しい状況となっている。

● 加えて，適切な維持管理を行う上で必要となる官民の技

術者などの担い手不足も顕在化しており， ＩＣＴ・ＩｏＴなどの

進展するデジタル技術の活用により，さらなる維持管理の効

率化を進める必要がある。

課 題現状／広島県の取組

６ 社会資本整備の推進
（３） 社会資本の適正な維持管理の推進・強化

○ 国では，「道路メンテナンス事業補助制度」などの創

設により，地方公共団体が実施する施設の修繕・更

新事業を計画的・集中的に支援することや， 「公共施

設等適正管理推進事業債」の対象事業を拡充し，長

寿命化に係る事業等の着実な推進の支援を実施

○ 広島県では，今後の取組方針を取りまとめた「インフ

ラ老朽化対策の中長期的な枠組み」や施設分類毎

に「修繕方針」を策定し，計画的な維持管理を推進す

るとともに，修繕費を増額し，老朽化対策を強化

○ また，コスト縮減を推進していく方策の１つとして「広

島県長寿命化技術活用制度」を創設し，これまでに

88技術を登録し，57技術を県内公共事業で活用

○ さらに，デジタル技術の活用によるインフラの計画

的・効率的な整備・維持管理を行うための新たなイン

フラマネジメントの仕組み等の検討に着手

≪主要な26種類の施設における修繕費総額を試算≫
（更新費は含まない）

≪登録技術例≫

≪ｺﾝｸﾘｰﾄ補修技術≫≪橋梁床板の診断技術≫

電磁波装置
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